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〔要旨〕 痛みが増悪する恐怖心から，動くことを回避する思考（fear-avoidance beliefs；FAB）が強いと
慢性の疼痛や障害につながりやすい．Athlete Fear Avoidance Questionnaire はアスリートのFAB評価
のための質問票として開発されたが，これまで日本語版は存在しなかった．本研究では質問票の翻訳版開
発の標準的な手続き（順翻訳→逆翻訳→パイロットテスト）を経て日本語版を作成し，さらにパイロット
テストを実施した．一連の過程を経て表現の適切性がある日本語版Athlete Fear Avoidance Question-
naire を確立した．

緒 言

痛みが増悪する恐怖心から，動くことを回避す
る思考（fear-avoidance beliefs，以下 FAB）が強い
と慢性の疼痛や障害につながりやすく１），これまで
に腰痛について FABが機能障害や就業状態の悪
化につながる危険因子２）となることが明らかにさ
れている．既存の FAB質問紙は，広く一般の人を
対象としており，アスリートに特化した FAB質
問紙が存在しないことから，Athlete Fear Avoid-
ance Questionnaire（AFAQ）が開発された３）．し
かしこれまでに AFAQの日本語版は作成されて
おらず，本邦においてアスリートの FABに対す
る評価は十分になされていない．
本研究の目的は，原版である英語版 AFAQを
正確に日本語に翻訳し，言語的妥当性を担保した
日本語版 AFAQを開発することとした．

対象および方法

日本語版 AFAQの開発に先立って，原著者か
ら許可を得た．その後，言語的に妥当な翻訳版を
作成する際に標準的に用いられる手順（順翻訳→
逆翻訳→パイロットテスト）４～6）にしたがって開発
を進めた．言語的な妥当性を担保するためには，
原版と翻訳版の内容的な整合性を保ちつつ，日本
語話者に違和感無く受け入れられる表現が求めら
れるため，適宜アスレティックトレーナーおよび
スポーツ科学者を交えて内容的な整合性を確認し
ながら進めた．
1．順翻訳および逆翻訳
日本語を母語とする翻訳者 3名が，英語版質問

票（原版）を日本語にそれぞれ翻訳した．それぞ
れの翻訳案を検討して 1つの案にまとめた後，ア
スレティックトレーナーおよびスポーツ科学者ら
がさらなる検討を加え，最終的な日本語翻訳案を
作成した（順翻訳）．次に英語を母語とする翻訳者
が日本語翻訳案を英語に翻訳した（逆翻訳）．逆翻
訳に基づき原著者とともに翻訳案の検討を行い，
内容的な整合性を担保した日本語暫定版を作成し
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表 1　英語版AFAQ（原版）と日本語版AFAQの比較

原版（英語） 日本語版

名称 Athletic Fear Avoidance Questionnaire（AFAQ） Athletic Fear Avoidance Questionnaire（AFAQ）

質問文 We are interested in your feelings or thoughts 
when I pain as a result of a sport injury. Using the 
following scale, please indicate the degree to which 
you have these thoughts and feelings when you 
are in pain due to a sports injury.

この調査は，スポーツによるケガの痛みがある時
に，あなたがどう感じ・考えているかを調べる調査
です．それぞれの質問をよく読み，下に記された点
数基準に従って，スポーツでケガをして痛みがある
時のあなたの考えや気持ちにあてはまる点数を各
質問の右の欄に記入してください．

回答肢 Not at all
To a slight degree
To a moderate degree
To a great degree
Completely agree

あてはまらない
あまりあてはまらない
どちらともいえない
だいたいあてはまる
あてはまる

質問文 1. I will never be able to play as I did before my 
injury

1. 今後はケガをする前と同じようにプレーするこ
とはできない

質問文 2. I am worried about my role with the team 
changing

2. チーム編成による自分の役割が心配だ

質問文 3. I am worried about what other people will think 
of me if I don’t perform at the same level

3. もしケガをする前と同じようなレベルでプレー
しなかったら，周りの人が自分のことをどう思うか
が心配だ

質問文 4. I am not sure what my injury is 4. 自分のケガがどういうケガなのか，よくわからな
い

質問文 5. I believe that my current injury has jeopardized 
my future athletic abilities

5. 現在のケガが私の将来的な競技能力を台無しに
すると思う

質問文 6. I am not comfortable going back to play until I 
am 100%

6. 100% よくならないと，安心してプレーに復帰す
ることができない

質問文 7. People don’t understand how serious my injury 
is

7. 他の人は私のケガがどれぐらい深刻なのかを分
かってくれない

質問文 8. I don’t know if I am ready to play 8. プレーができる状態なのかどうか分からない

質問文 9. I worry if I go back to play too soon Iwill make 
my injury worse

9. プレーに復帰する時期が早すぎると，ケガが悪化
するのではないかと心配になる

質問文 10. When my pain is intense, I worry that my in-
jury is a very serious one

10. 痛みが非常に強いと，ケガがとても重症なので
はないかと心配になる

た．
2．パイロットテスト
日本語暫定版の文章表現の適切性，内容妥当性，

実施可能性を検討するため，パイロットテストを
実施した．参加者は日本語を母語とする成人 6名
であった．実施にあたり，参加者の個人情報は一
切収集しないなど参加者のプライバシー保護を十
分に行った．参加者には調査目的を十分説明した
後，自己記入で質問紙に回答するよう求めた．参
加者が質問票に回答している際に回答時間を計測
した．
回答終了後，①質問紙全体の印象（全体的に分
かりやすかったか），②説明文および質問文は簡単
に理解できたか，理解しづらい部分があったかに
ついて参加者に意見を求めた．

結 果

原版と日本語版の比較を表 1に示す．
1．順翻訳および逆翻訳
原版の表題は｢Athletic Fear Avoidance Ques-
tionnaire｣である．直訳すると，｢運動競技での恐怖
回避についての質問票｣となるが，｢恐怖回避｣とい
う言葉が本来意図するところよりも深刻で重大な
事項を回答者に想起させる可能性があると予測さ
れた．そのため，表題をあえて日本語訳する必要
はないと判断し，原文のまま表記した．
説明の文章および Q1，4，5，7，9および 10の“in-

jury”は，スポーツ医学的には「外傷・障害」もし
くは「傷害」と訳すのが一般的と考えられた．し
かしながら，回答者にとってこれらの用語は一般
的とは言えず，またカタカナで「ケガ」と表記す
るのが回答者にとって理解しやすいと判断し，カ
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タカナで「ケガ」と訳した．
Q1，6，8および 9の“play”は直訳すると，「競技
をする」となるが，現時点でカタカナ表記の「プ
レー」が“play”と同義で広く使用されていること
から，これらはカタカナで「プレー」と訳した．
逆翻訳案に対して，原著者より Q1について，受

傷後に自分の未来についての懸念であることを明
らかにしてほしいとの指摘を受けた．翻訳案に｢今
後は｣という言葉を追加し，了承を得た．
2．パイロットテスト
平均回答時間は，1分 23±20秒（範囲：59秒～
1分 59秒，中央値：1分 15秒）であった．
①質問紙全体の印象（全体的に分かりやすかっ
たか）については，参加した 6名全員が｢分かりや
すかった｣と回答した．また，②説明文および質問
文は簡単に理解できたか，理解しづらい部分が
あったかについて，具体的に理解しづらい部分が
あったと回答したものはなかった．
以上の手順を踏んだ後，最終的に原著者の許可
が得られたため，言語的妥当性の担保された｢日本
語版 AFAQ｣を確定した（表 1）．

考 察

今回われわれは，AFAQを日本でも使用可能と
するため，日本語翻訳版を作成した．他言語で作
成された質問票の日本語版を作成する場合，単な
る翻訳作業ではなく，文化的背景や言語的な違い
を考慮した上で，原版との内容的整合性を担保す
る必要がある．今回，質問票の翻訳版の言語的妥
当性を担保するために用いられる標準的な手順に
従って日本語版 AFAQを作成した．質問票では，
外傷や障害に起因するスポーツ場面で起こりえる
懸念事項についての思考を問う質問が多く，原版
での意味を考慮しつつ日本語話者が容易に理解で
きるよう，注意深く翻訳作業を進める必要があっ
た．
一連の過程を経て，原版と同じ概念を有し，言
語的に妥当な翻訳が成された日本語版 AFAQ
（AFAQ-J）が完成した．ただし日本語の文章表現
については，必要に応じてさらに検討を加え，原
版と同じ内容を維持しつつ回答者にとってより理
解しやすい表現を目指すことが必要と考えられ
る．また，本研究では質問票の言語的妥当性の検
討にとどまっているため，今後臨床で行う評価と
しての妥当性を検討する必要があると考える．

結 語

一連の検討過程を経て，原版と同じ概念を有し，
言語的に妥当な翻訳が成された日本語版 AFAQ
（AFAQ-J）が完成した．
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〔Abstract〕 The Athlete Fear Avoidance Questionnaire is a 10-item self-reported outcome measure that was
originally developed in English to assess fear avoidance in athletes. In this study, we developed a Japanese version
of the Athlete Fear Avoidance Questionnaire and validated it linguistically according to the general cross-cultural
adaptation process (forward-translation→ back-translation→ cognitive debriefing). Through the translation and
adaptation process, a linguistically-validated Japanese version of the Athlete Fear Avoidance Questionnaire was
successfully developed.


